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も
な
さ
れ
た
、
と
い
う
。

　

す
な
わ
ち
、
旧
約
聖
書
は
、
神
を
自
由
に
創
造
し
支
配
す
る
「
絶

対
的
他
者
」
と
し
て
措
定
し
た
上
で
、
人
間
が
自
然
と
共
通
の
被

造
物
性
や
責
任
に
反
し
恣
意
的
に
行
動
す
る
時
、
破
局
的
に
混
沌

状
態
へ
逆
戻
り
す
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
、
と
示
唆
的
意
味
を
見
る
。

　

第
二
の
論
文
に
よ
る
と
、
世
界
の
宗
教
の
１
つ
、
ユ
ダ
ヤ
教
は

食
生
活
に
特
に
厳
し
い
戒
律
を
も
つ
。
代
表
的
な
の
は
「
カ
シ
ュ

ル
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る
「
食
べ
て
よ
い
」
食
物
の
体
系
で
、
動
物

の
肉
、
血
、
そ
れ
と
乳
製
品
と
い
う
３
つ
の
柱
か
ら
な
る
。
こ
れ

は
、穢
れ
た
動
物
の
肉
を
忌
避
し
、清
い
動
物
の
肉
を
食
べ
る
際
も
、

そ
の
血
の
摂
取
や
、
肉
と
乳
製
品
と
一
緒
に
食
す
る
こ
と
を
禁
止

す
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、「
祭
司
文
書
」
に
含
ま
れ
、
バ
ビ
ロ
ン

捕
囚
時
代
に
相
当
す
る
紀
元
前
6
世
紀
前
後
に
成
立
し
て
い
る
。

　

祭
司
文
書
は
、
天
地
創
造
か
ら
出
エ
ジ
プ
ト
、
カ
ナ
ン
到
着
ま

で
の
救
済
史
の
枠
組
み
で
食
物
規
定
を
意
味
づ
け
て
い
る
。
創
世

記
1
章
、
ノ
ア
と
の
契
約
、
モ
ー
セ
と
の
シ
ナ
イ
契
約
の
祭
司
文

書
に
あ
る
食
物
規
定
の
特
徴
と
し
て
、
血
は
命
と
し
て
神
に
返
す

と
い
う
唯
一
の
例
外
を
除
き
理
由
は
不
明
だ
が
、
重
要
な
こ
と
は
、

生
命
を
尊
重
し
て
死
と
の
関
り
合
い
の
濃
い
も
の
を
避
け
る
無
意

識
的
な
感
覚
が
通
底
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

食
物
規
定
は
、
バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
地
で
ヤ
ハ
ウ
ェ
信
仰
の
喪
失
と

民
族
解
体
と
い
う
極
限
的
危
機
の
中
、「
聖
な
る
民
」
と
し
て
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
維
持
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、

1
，
2
世
紀
に
ロ
ー
マ
帝
国
に
よ
る
追
放
後
も
2
千
年
近
く
こ
の

民
族
性
の
維
持
機
能
を
発
揮
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
の
論
文
で
は
、
旧
約
聖
書
が
普
遍
的
な
恒
久
平
和
の
理
念

を
史
上
最
初
に
打
ち
出
し
た
「
平
和
」、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
「
シ
ャ
ー

ロ
ー
ム
」
と
は
「
人
間
社
会
の
包
括
的
な
意
味
で
の
理
想
的
状
態
」

を
意
味
す
る
と
し
、
そ
の
回
復
が
歴
史
書
、
預
言
書
で
は
両
義
的

に
用
い
ら
れ
た
変
遷
を
概
観
す
る
。

　

出
エ
ジ
プ
ト
後
、
未
定
着
諸
集
団
時
代
の
部
族
連
合
か
ら
王
制

国
家
の
民
族
国
家
、
領
土
国
家
を
経
て
ダ
ビ
デ
に
よ
る
「
帝
国
」

に
至
る
ま
で
の
時
期
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
の
戦
い
は
、
排
他
的
で
、

民
族
の
シ
ャ
ー
ロ
ー
ム
回
復
の
た
め
に
「
戦
う
神
」
ヤ
ハ
ウ
ェ
の

救
済
行
為
で
あ
り
、「
聖
戦
」「
聖
絶
」
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、「
政

治
的
・
軍
事
的
問
題
の
ほ
と
ん
ど
を
解
決
」
し
た
ダ
ビ
デ
の
後
、

ソ
ロ
モ
ン
の
時
代
に
は
、
圧
政
下
で
の
「
表
面
上
の
平
和
」
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、ダ
ビ
デ
王
朝
の
王
を
神
の
養
子
と
す
る
「
王
権
神
学
」

　

旧
約
聖
書
は
多
面
的
で
あ
る
上
に
研
究
は
変
化
が
速
く
、
そ
の

意
味
の
発
見
が
日
進
月
歩
で
あ
る
。
編
者
ま
え
が
き
に
山
吉
智
久

氏
は
「
旧
約
解
釈
学
の
最
前
線
の
手
法
と
実
践
」
に
よ
る
「
聖
書

の
世
界
へ
の
良
き
案
内
」
と
正
鵠
を
射
た
本
書
の
紹
介
を
し
て

い
る
。

　

著
者
は
、
本
書
の
紹
介
に
も
あ
る
よ
う
に
、
20
世
紀
後
半
以
降

の
世
界
的
な
旧
約
聖
書
理
解
を
変
え
る
歴
史
的
意
義
あ
る
名
著
を

時
代
ご
と
に
翻
訳
し
て
紹
介
し
、
多
く
の
研
究
発
表
や
著
作
に
よ

り
、
日
本
の
旧
約
聖
書
学
を
牽
引
し
て
こ
ら
れ
た
。
そ
の
貢
献
的

姿
勢
は
今
も
変
わ
ら
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
著
書
に
よ
る
本
書
は
、「
旧
約
聖
書
に
お
け
る
自
然

と
人
間
」、「
旧
約
聖
書
と
ユ
ダ
ヤ
教
に
お
け
る
食
物
規
定
」、「
旧

約
聖
書
に
お
け
る
『
平
和
（
シ
ャ
ロ
ー
ム
）』
の
観
念
」、「
ナ
タ
ン

の
預
言
の
成
立
」、
そ
し
て
「
申
命
記
史
家
（
た
ち
）
の
王
朝
神
学
」

の
５
つ
の
論
文
か
ら
な
る
。

　

最
初
の
論
文
に
よ
る
と
、
旧
約
聖
書
の
世
界
で
は
、
神
は
創
造

主
で
あ
り
、
自
然
と
人
間
は
、
神
の
被
造
物
と
し
て
存
在
す
る
。

人
間
は
自
然
の
支
配
者
で
あ
る
が
、
自
然
の
中
に
神
の
力
は
顕
わ

れ
る
。
こ
の
神
、
人
間
、
自
然
の
区
別
は
絶
対
的
で
越
え
ら
れ
な

い
超
越
性
を
有
し
て
い
る
、
と
い
う
。

　

神
の
創
造
に
つ
き
、
無
か
ら
の
創
造
で
は
な
く
、
原
初
の
混
沌

状
態
に
神
の
秩
序
あ
る
世
界
を
創
造
し
た
、
と
断
る
。
こ
の
世
界

は
「
本
質
的
に
」
良
い
と
さ
れ
、
現
世
否
定
的
で
も
彼
岸
的
で
も

な
い
。
世
界
も
そ
の
生
も
有
限
だ
が
、「
唯
一
無
二
の
か
け
が
え

の
な
い
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
人
間
だ
け
が
「
神

の
似
姿
」
に
創
造
さ
れ
、
神
に
代
り
自
然
界
の
主
人
と
し
て
荒
廃

や
生
産
力
喪
失
を
防
ぐ
責
任
あ
る
支
配
を
委
任
さ
れ
た
。
し
か
し
、

自
然
の
美
や
天
変
地
異
に
は
、
人
間
の
卑
小
さ
や
無
力
さ
と
対
比

的
に
「
絶
対
他
者
」
な
る
神
の
偉
大
さ
や
力
、
支
配
、
そ
の
臨
在

が
認
め
ら
れ
、
罪
へ
の
罰
と
い
う
倫
理
化
や
救
済
と
い
う
合
理
化

書
　
　
　
　
評

山
我
哲
雄
著

『
旧
約
聖
書
に
お
け
る
自
然
・
歴

史
・
王
権
』（
教
文
館
）

古
川
敬
康
（
日
本
旧
約
学
会
会
員
）
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た
北
王
国
は
滅
亡
し
た
が
、
対
照
的
に
、
ユ
ダ
王
国
は
「
悪
を
行
っ

た
」
王
の
治
世
下
で
も
存
続
し
て
い
る
こ
と
の
相
違
を
踏
ま
え
、

ナ
タ
ン
預
言
を
修
正
し
、
ダ
ビ
デ
王
朝
の
支
配
を
エ
ル
サ
レ
ム
と

ユ
ダ
に
限
定
す
る
ア
ヒ
ヤ
預
言
と
「
と
も
し
火
」
の
約
束
と
を
加

筆
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
と
も
し
び
の
火
」
の
正
確
な
意
味
は
不
明
だ
が
、
ソ
ロ
モ
ン
、

ア
ビ
ヤ
ム
、
ヨ
ラ
ム
の
罪
に
も
拘
わ
ら
ず
無
条
件
に
ダ
ビ
デ
王
朝
、

エ
ル
サ
レ
ム
、
ユ
ダ
王
国
が
存
続
す
る
こ
と
と
し
た
。「
犬
と
鳥
の

餌
食
」
の
預
言
と
い
う
北
王
国
の
ヤ
ロ
ブ
ア
ム
王
朝
の
断
絶
予
告

と
は
逆
で
あ
る
の
は
、
当
時
ユ
ダ
王
国
存
続
中
だ
っ
た
こ
と
に
よ

る
、
と
著
者
は
見
る
。

　

最
後
の
執
筆
段
階
に
登
場
す
る
、
バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
後
の
第
二
の

申
命
記
史
家
（
た
ち
）
は
、神
義
論
的
、弁
神
論
的
歴
史
観
に
立
ち
、

器
と
し
て
小
物
続
き
の
民
の
契
約
違
反
よ
り
も
、
律
法
違
反
に
悪

名
高
き
「
大
物
」
マ
ナ
セ
の
罪
を
挙
げ
る
こ
と
で
神
の
正
当
な
審

判
と
し
て
ユ
ダ
王
国
滅
亡
を
「
合
理
化
」
し
、
信
仰
と
民
族
の
同

一
性
の
維
持
を
図
っ
た
と
分
析
す
る
。
申
命
記
史
書
が
ユ
ダ
の
王

ヨ
ヤ
キ
ン
の
解
放
と
名
誉
回
復
で
終
わ
る
事
実
に
、
著
者
は
、「
一

縷
の
希
望
と
未
来
の
可
能
性
を
見
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」

と
結
ん
で
い
る
。

　

本
書
は
、
現
代
と
の
対
話
の
中
で
書
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
、「
自

然
と
人
間
」「
食
物
規
定
」「
平
和
（
シ
ャ
ー
ロ
ー
ム
）」
の
各
論
文

は
、
現
代
の
科
学
の
進
歩
と
地
球
温
暖
化
な
ど
に
人
間
の
責
任
と

限
界
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
か
、
二
千
年
間
も
国
家
が
な
く
団

結
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
秘
訣
は
何
か
、
平
和
で
も
格
差
社
会
と
は
一

体
ど
う
い
う
こ
と
か
、
と
い
う
問
い
に
答
え
る
内
容
を
も
っ
て
い

る
。
こ
の
最
後
の
２
つ
の
論
文
は
、
メ
シ
ア
は
ダ
ビ
デ
の
子
と
な

ぜ
言
え
る
の
か
と
い
う
現
代
も
続
い
て
い
る
問
い
に
対
す
る
本
質

的
な
答
え
で
あ
る
。
ま
た
、
第
３
番
目
の
「
平
和
」
と
第
5
番
目

の
「
申
命
記
史
家
云
々
」
の
各
論
文
は
、
各
々
預
言
書
と
列
王
記

の
要
諦
的
な
ガ
イ
ド
と
し
て
も
必
読
的
な
も
の
で
優
れ
て
い
る
。

　

キ
リ
ス
ト
教
や
聖
書
に
関
す
る
前
提
知
識
が
な
く
て
も
、
前
著

『
海
の
奇
蹟
―
モ
ー
セ
五
書
』
と
併
せ
読
む
と
、
20
世
紀
、
特
に
後

半
か
ら
現
在
ま
で
の
重
要
な
旧
約
聖
書
に
関
す
る
研
究
を
ほ
ぼ
俯

瞰
で
き
る
旧
約
聖
書
論
で
あ
る
。

の
時
代
に
な
る
と
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
敵
を
神
の
敵
と
す
る
聖
絶
の

観
念
は
、
服
従
と
絶
対
的
支
配
の
観
念
に
変
わ
っ
た
。
王
国
の
南

北
分
裂
時
代
で
は
「
構
造
的
暴
力
」
を
批
判
す
る
記
述
預
言
者
が

出
現
し
、「
世
界
の
神
」
が
「
処
罰
の
道
具
」
と
し
て
ア
ッ
シ
リ
ア

と
バ
ビ
ロ
ニ
ア
を
用
い
る
「
聖
戦
」
に
よ
り
シ
ャ
ー
ロ
ー
ム
を
回

復
す
る
と
預
言
し
た
。
そ
の
預
言
通
り
、
北
王
国
は
滅
亡
し
、
南

王
国
も
バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
と
な
っ
た
。

　

捕
囚
後
の
第
二
神
殿
時
代
の
預
言
で
は
、
シ
ャ
ー
ロ
ー
ム
は
「
救

済
」
と
ほ
ぼ
同
義
的
に
用
い
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
神
に
よ
る
普

遍
的
・
恒
久
的
な
平
和
の
た
め
に
武
装
解
除
さ
れ
た
メ
シ
ア
像
が

描
か
れ
、
イ
ザ
ヤ
書
53
章
に
は
、
本
来
の
シ
ャ
ー
ロ
ー
ム
状
態
の

回
復
を
一
人
の
自
己
犠
牲
的
な
苦
難
の
上
に
基
礎
づ
け
た
代
理
贖

罪
の
思
想
が
語
ら
れ
、そ
れ
が
最
初
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
「
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
」
の
登
場
を
預
言
す
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
四
番
目
の
論
文
は
、「
ダ
ビ
デ
の
子
孫
」
に
「
永
遠
」
の
王
位

と
神
の
加
護
の
約
束
を
語
る
新
旧
約
を
結
ぶ
重
要
な
テ
キ
ス
ト
で

あ
る
ナ
タ
ン
の
預
言
（
サ
ム
エ
ル
記
下
１

｜

17
節
）
を
扱
う
。

　

ナ
タ
ン
の
預
言
に
つ
き
、
そ
の
形
成
過
程
を
考
察
し
、
ま
ず
、

ダ
ビ
デ
時
代
の
預
言
と
し
て
、
ダ
ビ
デ
に
よ
る
神
殿
建
設
計
画
と

申
命
記
史
家
以
前
の
牧
畜
的
な
天
幕
の
神
観
か
ら
の
そ
の
挫
折
、

続
く
、
ソ
ロ
モ
ン
時
代
の
預
言
と
し
て
、
ソ
ロ
モ
ン
の
王
位
継
承

と
神
殿
建
設
、
そ
の
後
、
分
裂
王
朝
時
代
の
預
言
と
し
て
「
永
遠

の
王
朝
」、
最
後
に
、
初
期
申
命
記
史
家
の
加
筆
と
し
て
、「
ダ
ビ

デ
へ
の
過
去
と
将
来
の
加
護
と
導
き
」
と
い
う
五
段
階
を
経
て
出

来
上
が
っ
て
い
る
と
分
析
す
る
。

　

な
お
、
続
く
ダ
ビ
デ
の
祈
り
（
18

｜

29
節
）
は
、
捕
囚
期
の
預

言
と
し
て
の
民
族
全
体
の
運
命
に
関
す
る
記
述
（
22

｜

24
節
）
以

外
は
、
分
裂
王
国
時
代
の
も
の
と
み
る
。

　

第
五
の
論
文
は
、
ヨ
シ
ュ
ア
記
か
ら
列
王
記
ま
で
の
歴
史
に
つ

き
、
申
命
記
と
の
酷
似
性
に
着
目
し
、
申
命
記
史
家
単
独
の
作
と

し
た
ノ
ー
ト
説
を
起
点
に
文
献
学
的
に
申
命
記
史
家
を
学
派
的
構

成
物
と
見
て
、
申
命
記
史
家
（
た
ち
）
の
王
朝
神
学
を
扱
う
。

　

ま
ず
、
申
命
記
史
家
（
た
ち
）
以
前
の
王
朝
神
学
と
し
て
、
ダ

ビ
デ
王
朝
の
無
条
件
的
存
続
を
約
束
す
る
ナ
タ
ン
預
言
が
あ
る
。

こ
の
王
朝
神
学
を
継
承
し
支
持
し
書
物
を
補
完
し
た
の
が
第
一
の

申
命
記
史
家
（
た
ち
）
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
ソ
ロ
モ
ン
の
神
殿
建

設
と
王
国
分
裂
を
踏
ま
え
、「
条
件
付
き
（
統
一
）
王
朝
存
続
約
束
」

へ
と
ナ
タ
ン
預
言
を
修
正
し
た
。
す
な
わ
ち
、
分
裂
後
に
誕
生
し
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